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【研究の概要】 

 これからの学校においては、個々の興味・関心・意欲等を踏まえてきめ細かく指導・支援することや、子

どもが自らの学習の状況を把握し、主体的に学習を調整することができるよう促していくことが求められて

いる。所属校の数学科の授業においては、「分からないところが分からない」といった、自らの学習の状況

を把握することに困難を抱えている生徒が多い。そこで本研究では、振り返り活動を軸に構成した授業をデ

ザインし、実践した。その結果、生徒が自らの学習の状況を把握する「振り返り活動を軸に構成した授業」

を通して、学習意欲の向上に一定の有効性が確認できた。 
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所属校の数学科における課題 

生徒の実態 

分からないところが分からないことで、 

学習意欲が向上していかない生徒がいる。 

指導の実態 

生徒が主体的に振り返り活動を行う時間

を十分に取ることができずに、 

次の学習内容に進んでいる。 

キーワードを明確に

した解説 

【本時の問題】 

つまずきチェックと共有 

【理解の確認】 

 

 

  

学習意欲の向上 

問題演習 

（教え合い・自己説明） 

【演習】 

確かな学力の定着 

生徒が自らの学習の状況を把握する授業づくり 

振り返りシートの 

見直し 

【まとめ】 

自分テストの作成 

【次回に向けて】 

目指す姿 

振り返り活動を軸に構成した授業 

※振り返りシートは 

授業中いつ書いてもよい 

 

自分テスト 

（自分だけの復習問題） 

【復習】 

授業始め 
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はじめに 

 

 「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全

ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学び

と，協働的な学びの実現～（答申）」では、「これか

らの学校においては，子供が『個別最適な学び』を進

められるよう，教師が専門職としての知見を活用し，

子供の実態に応じて，学習内容の確実な定着を図る観

点や，その理解を深め，広げる学習を充実させる観点

から，カリキュラム・マネジメントの充実・強化を図

るとともに，これまで以上に子供の成長やつまずき，

悩みなどの理解に努め，個々の興味・関心・意欲等を

踏まえてきめ細かく指導・支援することや，子供が自

らの学習の状況を把握し，主体的に学習を調整するこ

とができるよう促していくことが求められる。」(中

央教育審議会 2021)と述べられている。 

 所属校は神奈川県教育委員会から確かな学力育成推

進校に指定されている。学校教育方針の１つに、「自

主的・意欲的な姿勢で真摯に学習に向き合う態度を育

成し、確かな学力の定着を目指す。」というものがあ

る。確かな学力とは、「知識や技能はもちろんのこ

と、これに加えて、学ぶ意欲や自分で課題を見付け、

自ら学び、主体的に判断し、行動し、よりよく問題解

決する資質や能力等まで含めたもの」(文部科学省 2

005)と定義されている。つまり、確かな学力の育成を

目指すためには、学ぶ意欲を育むことが大きく関わっ

ているといえる。所属校の生徒は、数学の学習におい

てつまずいたとき、「分からないところが分からな

い」という発言をする生徒が多い。つまずきが解決で

きないことで、さらに授業内容が分からなくなり、学

習意欲が向上していかない生徒が存在している。森脇

(2021 p.385)は、授業内容について、何がわかった

か、できるようになったか、また何がわからなかった

か、できなかったかを区別し、それを明らかにするこ

とをいわゆる学習のメタ認知とし、「ふりかえり活動

にメタ認知が期待されていると受け止めることができ

る。」(森脇 2021 p.384)と述べている。また、

『深い学び』には、「『振り返り』は、自らの学びを

意味付けたり、価値付けたりして自覚し、他者と共有

していくことにつながる。『振り返り』の場面には大

きく三つの意味がある。一つは、学習内容を確認する

振り返り。二つは、学習内容を現在や過去の学習内容

と関連付けたり、一般化したりする振り返り。三つ

が、学習内容を自らとつなげ自己変容を自覚する振り

返りである」(田村 2018)と示されている。 

しかし、所属校の数学科においては、生徒が主体的

に学習を振り返る時間を十分確保せずに次の学習内容

に進むことが多い。筆者も、上記の意味を十分に理解

した上で、授業内で振り返り活動に取り組んだことは

なかった。さらに、『高等学校学習指導要領(平成 30

 年告示)解説総則編』では、「生徒が当該授業で学習

した内容を振り返る機会を設けたりといった取組の充

実や，生徒が家庭において学習の見通しを立てて予習

をしたり学習した内容を振り返って復習したりする習

慣の確立などを図ることが重要である。これらの指導

を通じ，生徒の学習意欲が向上するとともに，生徒が

学習している事項について，事前に見通しを立てた

り，事後に振り返ったりすることで学習内容の確実な

定着が図られ，各教科等で目指す資質・能力の育成に

も資するものと考えられる。」(文部科学省 2018)と

示されている。 

 以上のことから、学習意欲の向上を通して確かな学

力の定着を目指すために、生徒が自らの学習の状況を

把握する振り返り活動が必要であると考え、本研究の

目的を次のように設定した。 

 

研究の目的 

 

本研究の目的は、高等学校数学科の授業において、

生徒が自らの学習の状況を把握するための振り返り活

動を軸に構成した授業を実践することが、学習意欲の

向上に有効かを明らかにすることである。なお、本研

究では「自らの学習の状況を把握すること」を「自身

が分かったこと、分からなかったことを明確にするこ

と」及び「学びの前後で自身の変容を自覚すること」

と捉えた。 

 

研究の内容 

 

１ 先行研究と研究の構想 

 前述した振り返りの三つの意味を満たすような取組

を行っている先行研究を探し、研究の構想を考えた。 

(1) 先行研究 

ア ふりかえりの６要件 

 森脇(2021 p.386)は、ふりかえりの目的は自分で

自分の学習の到達点と課題を正確に把握することとし

ている。この力を「ふりかえり力」と命名し、この力

があれば学習はきわめて合理的、効果的に行われ、

「深い学び」に到達する可能性も高まると述べるとと

もに、「ふりかえり力」を高めるために６つの要件を

作成している。この６要件を、筆者が要約したものを

以下に示す(表１)。 

表１ ふりかえりの６要件の要約 

 学習者 教師の働きかけ 

１ ふりかえりをとりあ

えずする 

ふりかえりの時間をと

る 

２ めあてに即したふり

かえりをする 

ふりかえりの可能なめ

あてをたてる 

３ ふりかえりが授業の 授業のまとめ(実際に
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学び直しになってい

る 

授業でやったことのお

さらい)をする(キー

ワードを指定してそれ

を使ってふりかえりを

書かせるなどの工夫) 

４ ふりかえりをするこ

とで新たな気づきや

問題意識を得る 

学習者の相互評価を組

織する 

５ 学習のメタ認知がで

きる 

メタ認知を促すような

問いかけをする 

６ 学習内容について学

んだ実感を持ち、自

分にとっての意味を

明らかにできる 

めあて・ふりかえりを

一枚シートにおさめ、

学びの履歴を可視化す

る 

 さらに、表１の下線部に着目し、本時の目標を明示

した上で振り返りを行う時間を確保し、メタ認知を促

すような質問項目を立てた一枚の振り返りシートを作

成する必要があると考えた。また、問題を解説する際

に、キーワードを用いて説明し、それを振り返りの際

に再度示すことが重要であると考えた。 

イ つまずきの明確化 

 瀬尾(2005)は、数学の学習において、理解できな

い、問題が解けないときに、教師や友人に尋ねる(援

助を要請する)ためには、自己のつまずきを明確化さ

せておくことが重要であると考えられると述べてい

る。そこで、数学という教科内容に踏み込んで、自分

のつまずきを明確化させる方法として、「つまずき発

見チェックリスト」(表２)を用いた。その結果、質問

生成の量と質の向上が確認されたと報告している。検

証授業においてこのリストを提示し、つまずきを明確

にする活動が、生徒が自らの学習の状況を把握するこ

とに資すると考えた。 

表２ つまずき発見チェックリスト 

 

 

 

 

 

  

ウ 説明するという行為 

 市川(2000)は、「仮想的な相手に教える立場になっ

たつもりで、あることがらを説明してみること」に

よって、「わかっているのか、わかっていないのかわ

からないという状態」から、「理解状態の明確化」が

はかれることになると述べている。このことから、問

題の解き方について説明するという活動が、生徒が自

らの学習の状況を把握することに資すると考えた。 

エ 自分テスト 

 小池他(2024 p.4)は、各生徒が前時の演習時間で

間違えた問題や再度挑戦したい問題を３問程度記録し

ておき、次時の導入の時間に「自分だけの復習問題」

として３分間程度で取り組む「自分テスト」を導入し

た。その結果、「自身の変容を肯定的に捉えることに

つながったこと」(小池他 2024 p.9)、「『自分テ

スト』の継続的な実施により『できるようになった』

という成長実感を得ることができた生徒が多く現れ

た」(小池他 2024 p.11)と報告している。このこと

から、「自分テスト」を行う活動が、生徒が自らの学

習の状況を把握することに資すると考えた。 

(2) 研究の構想 

 (1)で述べた先行研究と所属校の生徒の実態を基

に、研究の構想を次のように考えた。「ふりかえりの

６要件」を参考に、振り返りシートの項目を作成した

(表３)。この振り返りシートを生徒が記入すること

で、生徒が自らの学習の状況を把握することができる

と考えた。振り返りシートは Google スプレッドシー

トで作成した。検証授業期間中は同じシートに記入を

していき、学びの履歴を可視化できるようにした。写

真を撮って貼る欄を設け、記号・数式を記入すること

ができない場合に使用することとした。Google スプ

レッドシートを用いた理由は、所属校で使用している

Google Classroomで提出・回収が容易だと考えたか

らである。さらに、本研究では、振り返りシートの記

入を中心に、「キーワードを明確にした解説」「つま

ずきチェック」「教え合い（他者への説明）または自

己説明を行う問題演習」「自分テストの作成と次時冒

頭での取組」を授業内に断続的に組み込んだ。このよ

うな構成により、振り返り活動を授業全体の軸として

位置付け、生徒が自らの学習の状況を把握できるよう

に授業を設計した。また、各活動を行いながら振り返

りシートを記入することで、振り返りシートを記入す

るためのまとまった時間を確保する必要がなくなると

考えた。上記の一連の活動によって構成される授業を

「振り返り活動を軸に構成した授業」と定義する。 

表３ 振り返りシートの項目 

日付 

自分テストで思い出したこと 

本時の目標 

今日のポイント 

今日自分がわかったこと 

今日自分がわからなかったこと 

今日難しかったこと、わかったけど忘れてしまい

そうなこと 

今までの知識とつながったこと 

４段階の授業の理解度 

 

２ 研究の手立て 

(1) キーワードを明確にした解説 

つまずき発見チェックリスト 

１． 分からない用語・記号にしるしをつけて確認する 

２. 図，表，グラフが使えるか確認する 

３． 問題を数式で表せないか確認する 

４． 使える公式があるか確認する 
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 生徒の振り返り活動が円滑に行われるように、授業

者は、学習内容の要点となるキーワードを指定し、黒

板・電子黒板に提示しながらキーワードを明確にして

例題等を解説する。その際、生徒の活動時間を十分に

確保するため、授業者は簡潔に解説するよう心掛け

る。また、めあてに即した振り返りをするため、本時

の目標を授業プリントに示し、Google Classroomか

らアクセスできる授業スライドにも本時の目標を載せ

た。 

(2) つまずきチェックと共有 

 生徒は、電子黒板に提示された「つまずき発見

チェックリスト」(表２)を確認しながら、「分かった

こと、分からなかったこと、大事だと思ったところ」

をペアで共有する。その後、FigJamで作成した「つ

まずきチェックシート」(図１)に書き込み、記入内容

をクラス全体で共有する。また、前時までの内容が見

直しできるように、同じシートを継続して使用する。 

 

図１ つまずきチェックシートの一部 

(3) 教え合い(他者への説明)または自己説明を行う問

題演習 

 (2)の活動を通じて、生徒は下記のアまたはイのど

ちらに自分自身があてはまるかを考える。 

ア：分からないところがなく、問題が解けそう 

イ：分からないところがあり、問題が解けない 

アの生徒に対して、授業者は答え合わせをし、間違っ

ていればどこが間違っているかの指摘をする。その

際、教え合いを促すため、すべて解説しないように心

掛ける。また、イの生徒に対して、授業者はどこが分

からないかを聞き、どこを復習すればよいかを示す。

問題を解くことができた生徒は、解けていない生徒に

付く。問題が解けていない生徒は、分からないところ

を明確にした上で、周りの生徒や授業者に質問する。

また、FigJamで共有している「分からなかったこ

と」を参考に、自分の解き方を自分の言葉で教える立

場になったつもりで整理する自己説明をするよう促

す。 

(4) 振り返りシートの見直し 

生徒は授業内で記入した内容を見直し、本時の学び

を振り返る。 

(5) 自分テストの作成、次回授業冒頭での取組 

 生徒は本時に取り組んだ問題から１～３問選び、プ

リントにメモをしておく。授業者は振り返りシートを

参考に、分かった問題、忘れそうな問題を選び、作成

するように指示する。次回の冒頭３分間程度で解ける

ものを選ぶように注意させる。 

 

３ 研究の仮説 

 高等学校数学科の授業において、生徒が自らの学習

の状況を把握するための「振り返り活動を軸に構成し

た授業」を実践することによって、学習意欲が向上す

るであろう。 

 

４ 検証の視点 

 仮説に基づいて、次の４点を検証の視点とした。 

(1) 生徒の振り返りへの意識は変容したか 

(2) 生徒の学習意欲は変化したか 

(3) 検証授業を通して生徒は自らの学習の状況を把握

することができたか 

(4) 生徒にとって各手立ては有意義な活動であったか 

 

５ 検証授業 

(1) 検証授業の概要 

【期 間】令和７年９月１日(月)～９月 19日(金) 

【対 象】県立平塚湘風高等学校 

１年次６学級(179名) 

【科 目】「数学Ⅰ」 

【教科書】最新数学Ⅰ(数研出版) 

【単元名】集合と命題 

【時 数】10時間(50分授業) 

【授業担当者】筆者及び当該科目担当者４名 

所属校の数学Ⅰは４単位である。また、習熟度別で

２学級を３グループに分けて少人数授業を行ってお

り、習熟の早い順にαクラス、βクラス、γクラスと

呼称している。今回の検証授業では、筆者及び当該科

目担当者３名が「振り返り活動を軸に構成した授業」

を行った「活動軸のクラス」と、当該科目担当者３名

が授業中に研究の手立ての(4)のみを行い、授業の終

わり 10分程度を振り返りシートを記入する時間とし

た「シートのみのクラス」を設定した(表４)。「シー

トのみのクラス」は、まとまった時間を確保して振り

返りシートを記入することが、振り返りへの意識や学

習意欲にどう影響するかを検証するために設定した。

なお、「シートのみのクラス」は自分テストを行わな

いため、振り返りシートの自分テストに関する項目は

削除した。 

表４ クラス分けの表 
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(2) 検証授業の授業計画 

 検証授業期間の授業計画を次に示す(表５)。 

表５ 授業計画 

時間 学習活動 

１ 振り返りシート等についての説明、アンケート(事前調査) 

２・３ 集合と部分集合 

３・４ 共通部分、和集合、補集合 

４～７ 命題と集合 

８・９ 命題と証明(研究協議) 

10 学習状況確認テスト、アンケート(事後調査) 

検証授業の初回に、授業担当者から振り返りシート

について生徒に説明をした。また、活動軸のクラスは

それぞれの活動について説明を行った。その際、振り

返りシートは授業中いつ書いてもよいこと、自分の言

葉で記入するようにすること、振り返りシートの内容

は成績に反映しないことを伝えた。 

(3) 検証授業中に変更したこと 

 つまずきチェックについては「分かったこと」を生

徒が書き込む時間を確保することが難しかったため、

３時間目からは「分かったこと」の欄を「やったこ

と」に変更し、授業者が「やったこと」を書き込むこ

ととした(図２)。それによって、活動時間を確保する

とともに、生徒は本時の授業で新しく学んだことと前

時までの既習事項の区別を円滑に行うことができた。 

 
図２ 実際に使用したつまずきチェックシートの一部 

 

６ 検証結果と考察 

 検証方法として、Google フォームを用いたアン

ケートを行った。また、振り返りシートの記入内容や

授業中の様子の変化を見取った。 

(1) 生徒の振り返りへの意識は変容したか 

ア 「授業で学んだことを振り返りながら取り組んで

いる」の結果 

 「あてはまる」、「少しあてはまる」、「あまりあ

てはまらない」、「あてはまらない」の４件法でアン

ケートを行った。なお本研究では、「あてはまる」、

「少しあてはまる」を肯定的回答、「あまりあてはま

らない」、「あてはまらない」を否定的回答とする。

活動軸のクラスとシートのみのクラスの事前事後を比

較した図をそれぞれ以下に示す(図３、図４)。 

 
図３ 「授業で学んだことを振り返りながら取り組ん

でいる(活動軸のクラス)」の結果 

 

図４ 「授業で学んだことを振り返りながら取り組ん

でいる(シートのみのクラス)」の結果 

 図３から、活動軸のクラスでは「あてはまる」と回

答した生徒が 13.8ポイント増加し、肯定的回答をし

た生徒は 9.2ポイント増加していることが分かる。ま

た、図４から、シートのみのクラスでは「あてはま

る」と回答した生徒は 9.8ポイント増加した一方、肯

定的回答をした生徒が 4.9ポイント減少した。 

 これらのことから、振り返り活動を軸に構成した授

業を行うことで、生徒に授業で学んだことを振り返る

ことの意識付けが行われたと考えられる。また、シー

トのみのクラスでは「あてはまる」の回答が増加した

ことについては、「振り返りシートを今後も活用した

いと思いますか？」の理由の記述とともに後述する。 
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イ 事後アンケート「振り返りシートを今後も活用し

たいと思いますか？」について 

 「とてもそう思う」、「まあそう思う」、「あまり

そう思わない」、「全くそう思わない」の４件法でア

ンケート行った。また、その理由について記述式で回

答を得た。この設問では、「とてもそう思う」、「ま

あそう思う」を肯定的回答、「あまりそう思わな

い」、「全くそう思わない」を否定的回答とする。活

動軸のクラスとシートのみのクラスを比較した図を以

下に示す(図５)。活動軸のクラスの肯定的回答は

56.5％、シートのみのクラスの肯定的回答は 46.6％

であり、差は 9.9ポイントであった。

 

図５ 「振り返りシートを今後も活用したいと思いま

すか？」の結果 

 活動軸のクラスとシートのみのクラスで肯定的回答

をした生徒の理由をそれぞれ一部抜粋した(表６、表

７)。項目立てた振り返りシートは、生徒が自らの学

習の状況を把握することに活用することができたこと

が分かる。前述した「振り返りシートを今後も活用し

たと思いますか？」の肯定的回答の差から、振り返り

活動を軸に構成した授業を行うことで、活用する意義

を感じた生徒が多くいたことが分かる。また、このこ

とから、前述した「授業で学んだことを振り返りなが

ら取り組んでいる(シートのみのクラス)の結果」(図

４)の「あてはまる」が 9.8ポイント増加したこと

は、振り返りシートを活用できたと考えた生徒がいた

ことと関係があると考えられる。 

表６ 活動軸のクラスで振り返りシートを今後も活用

したいに肯定的回答をした生徒の理由(原文マ

マ) 

・今後も自分の勉強がどこまでできるかとか、確かめたり改善 

するのに活用したいと思った 

・自分のことを振り返れて、今後も同じようにしていったら 

理解度があがりそうだと思ったから。 

・振り返りシートのおかげで自分のわからないところを自覚 

できるのですごく良かったです 

・自分の覚えやすい、やりやすい考え方を書いておけるから 

・分からないところを振り返りに書けば先生に教えてもらえる 

からです 

表７ シートのみのクラスで振り返りシートを今後も

活用したいに肯定的回答をした生徒の理由(原

文ママ) 

・自分で振り返ると自分の苦手なところが明確にわかるから 

・前回の授業で思ったことなどが自分の言葉で見れるから 

・わかったところとわからないところを振り返れるから 

 活動軸のクラスで否定的回答をした生徒の理由を一

部抜粋した(表８)。端末の使用に不慣れなこともあ

り、振り返りシートを書く時間が少なかったことを挙

げた生徒や、シートを書くことにより問題演習に集中

できなかった生徒がいた。このことから、振り返り

シートをいつでも書いてよいとしながらも、授業の終

わり５分前などに振り返りシートを書く時間をさらに

確保する必要があると考えられる。この点は研究協議

でも話題に上がり、プリントを使用せずに、全ての活

動を端末で行うことが可能ならば、煩雑さが軽減さ

れ、シートを活用できるのではないかという意見が出

た。 

表８ 活動軸のクラスで振り返りシートを今後も活用

したいに否定的回答をした生徒の理由(原文マ

マ) 

・打つのにちょっと時間かかるから 

・書く時間が少なくて、後で書くと忘れて、面倒になる。 

・集中できない 

 シートのみのクラスで否定的回答をした生徒の理由

を一部抜粋した(表９)。活動軸のクラスでは見られな

かった「二度とやりたくない」という拒否反応を示し

た生徒がいた。また、「振り返りシートを書いても問

題が解けるようになったわけじゃない」、「振り返り

シートを見る機会がない」という理由を示した生徒が

活動軸のクラスよりも多くいた。これらは、自分テス

ト等の振り返りをいかした取組がなかったことで、振

り返りシートの意義を感じることが難しかったと考え

られる。 

表９ シートのみのクラスで振り返りシートを今後も

活用したいに否定的回答をした生徒の理由(原

文ママ) 

・二度とやりたくないです 

・振り返りシートを書いても問題が解けるようになったわけ 

じゃないから 

・振り返りシートを自分から見る機会があまりないから活用 

したいと思わなかった 

(2) 検証授業を通して生徒の学習意欲は変化したか 

ア 学習意欲の変化について 

 回答を「学習意欲が上がった」、「学習意欲に変化

はなかった」、「学習意欲が下がった」の３件法でア

ンケートを行った。また、その理由について記述式で

回答を得た。活動軸のクラスとシートのみのクラスを

比較した図を以下に示す(図６)。学習意欲が上がった

と回答した生徒は活動軸のクラスで 32.3％、シート
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のみのクラスで 17.8％であった。また、学習意欲が

下がったと回答した生徒は活動軸のクラスで

11.1％、シートのみのクラスで 6.7％であった。

 
図６ 「今回の数学の授業で、あなたの学習意欲はど

のように変化しましたか？」の結果 

 活動軸のクラスで学習意欲が上がったと回答した生

徒の理由を一部抜粋した(表 10)。自らの学習の状況

を把握する「振り返り活動を軸に構成した授業」で

行った活動内容が、学習意欲が上がった生徒の記述に

多く見られた。 

表 10 活動軸のクラスで学習意欲が上がったという

生徒の理由(原文ママ) 

・説明聞きながら振り返りシートを書いていたから 

むずかしかったけど授業中に書くことによってポイントを 

見逃さなくなるから良かった 

・理解できてない所を見つけることができるから 

・教え合うことで難しい問題がわかった 

・振り返りやチェックシートをやることで次回ここからやろう 

って思ったりモチベが上がる 

・プリントでわかりやすかった。自分テストでも、 

前やったことを思い出せるから。 

 シートのみのクラスで学習意欲が上がったと回答し

た生徒の理由を一部抜粋した(表 11)。項目立てた振

り返りシートとの関係性は明示されていないが、授業

での取組が生徒の学習意欲を向上させたと考えられ

る。 

表 11 シートのみのクラスで学習意欲が上がったと

いう生徒の理由(原文ママ) 

・覚えやすいから 

・すごくわかりやすいから 

・前よりも理解しようとして行動することが増えた 

・前まで数学は苦手意識高かったけど、少しずつ少しずつ 

やっていったらたのしくなったから 

 活動軸のクラスで学習意欲が下がったと回答した生

徒の理由を一部抜粋した(表 12)。シート入力によっ

て、時間を取られた生徒や、入力中に授業が進み分か

らなくなった生徒がいたことが分かる。 

表 12 活動軸のクラスで学習意欲が下がったという

生徒の理由(原文ママ) 

・振り返りシートなどで時間が取られきつきつだった 

・今回の Chromeに隙間時間に打ち込んだりしていても授業に 

追いつけなくなってしまったりどこまでやったのかが 

わかんなくなってしまったから。 

 シートのみのクラスで学習意欲が下がったと回答し

た生徒の理由を抜粋した(表 13)。学習内容が難化し

た、分からなかったという理由のみで、振り返りシー

トに関する記述はなかった。 

表 13 シートのみのクラスで学習意欲が下がったと

いう生徒の理由(原文ママ) 

・今回のが難しいから 

・全然わからなかったから 

・難しいものばかりだから 

イ 特に変容が見られた生徒について 

 以下に挙げる３名の生徒は筆者が授業を担当した活

動軸のクラスの生徒である。 

(ｱ) 生徒Ａについて 

 生徒Ａの９月８日(３時間目)と９月 12日(６時間

目)の振り返りシートの内容の一部を以下に示す(図

７)。３時間目時点では分からなかったことの内容が

「全部」となっているが、６時間目時点では「倍数の

否定」という具体的な内容に変容した。事後アンケー

トの「振り返りシートを今後も活用したいと思います

か」という設問に「まあそう思う」と回答しており、

その理由として「自分のことを振り返れて、今後も同

じようにしていったら理解度があがりそうだと思った

から。」と回答している。所属校での課題である「分

からないところが分からない」という状況の改善に効

果があったと考えられる。

 
図７ 生徒Ａの３・６時間目の振り返りシートの内容 

(ｲ) 生徒Ｂについて 

 生徒Ｂの振り返りシートの内容の一部を以下に示す

(図８)。「今日のポイント」の欄に、山の絵文字が使

われている。これは授業者の「私が高校生の時は、共

通部分を表す記号∩とその意味を『山』の厳しいイ

メージで覚えた。」という発言から書いたものと思わ

れる。また、分かったこと、忘れてしまいそうな欄に

は、共通部分と和集合について自分なりの解釈を記入

することができていた。事後アンケートの「今回の数

学の授業で自分が変わったと思うことがあれば教えて

ください」という設問では、「記録することが楽しい

と感じた」と回答している。また、「振り返りシート
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を今後も活用したいと思いますか」に、「とてもそう

思う」と回答しており、その理由として「振り返り

シートに記録することで、自分の言葉で書く能力だっ

たり記録することが習慣になったりしてよかったで

す」と回答している。自身の変容を自覚し、学習活動

に自主的に取り組む姿勢を見取ることができる。

 

図８ 生徒Ｂの振り返りシートの内容 

(ｳ) 生徒Ｃについて 

生徒Ｃの９月 12日(６時間目)と９月 16日(７時間

目)と９月 18日(８時間目)の振り返りシートの内容の

一部を以下に示す(図９)。６時間目時点では内容を理

解できているようだったが、７時間目の対偶を用いた

証明の内容が難しいと感じたようだ。しかし、８時間

目の背理法の学習での教え合いの時間に、証明の流れ

を掴んだようだった。事後アンケートの「振り返り

シートを今後も活用したいと思いますか」に「とても

そう思う」と回答しており、その理由として「振り返

りシートのおかげで自分のわからないところを自覚で

きるのですごく良かったです」と回答している。ま

た、事後アンケートの「今回の数学の授業で自分が変

わったと思うことがあれば教えてください」という設

問に「今回の単元はすごくわかったからきらいな数学

が楽しくなって良かった」と回答している。振り返り

活動によって、自身が分かったこと、分からなかった

ことを明確にし、学びの前後で自身の変容を自覚する

ことができたと見取ることができる。

 

図９ 生徒Ｃの６・７・８時間目の振り返りシートの

内容 

 ３名ともに、振り返り活動を軸に構成した授業に

よって、自らの学習の状況を確認することで、学習意

欲の向上につながったと考えられる。 

(3) 検証授業を通して生徒は自らの学習の状況を把握

することができたか 

 「自身が分かったこと、分からなかったことを明確

にすること」及び「学びの前後で自身の変容を自覚す

ること」ができていたか、それぞれについて検証し

た。 

ア 検証授業によって自身が分かったこと、分からな

かったことを明確にすることができたかについて 

 自分の理解度を把握することができたかを、回答を

「あてはまる」、「少しあてはまる」、「あまりあて

はまらない」、「あてはまらない」の４件法で、活動

軸のクラスの生徒 99名を対象に、各手立てについて

アンケートを行った。結果を以下に示す(図 10)。ア

ンケートでは、「ポイントを明確にした解説」と表記

したが、これは研究の手立てで示した「キーワードを

明確にした解説」と同様のものである。どの手立ても

７割近くの生徒が肯定的回答をした。それぞれの活動

で生徒が自身の理解度を把握することができたことが

分かる。

 

図 10 「手立てによって自分の理解度を把握するこ

とができましたか」の結果 

イ 学びの前後で自身の変容を自覚することができた

かについて 

 「今回の数学の授業で自分が変わったと思うことが

あれば教えてください」という事後アンケートに対し

て、記述式で回答を得たものを一部抜粋した(表

14)。検証授業を通して、どのように学習を進めれば

よいかを明確にすることができたという記述から、学

びの前後で自身の変容を自覚することができたと分か

る。 

表 14 「今回の数学の授業で自分が変わったと思う

ことがあれば教えてください」への回答(原

文ママ) 

・ノートの時よりも自分がどの問題がとけるとか解けないとか 

分かって自分にとって勉強になったと思います 

・わからないことを理解できるように友だちに聞いたり 

プリントを振り返った 

・少しでもわからない時に今までは放っておいたがどこで 

躓いたのかと考えるようにした点 

・ポイントと自分がわからないことなどを抑えようとしてた 

から。 

・自分テストをやることによって、自分の分からないところを 

また違う日にやるのが効果的かなーって思いました 

・わからない場所を確認しながら解くようになったこと 

(4) 生徒にとって各手立ては有意義な活動であったか 
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 活動軸のクラスの生徒 99名(αクラス 39名、βク

ラス 37名、γクラス 23名)を対象に、各手立てが自

分にとってよい活動だったかを、回答を「あてはま

る」、「少しあてはまる」、「あまりあてはまらな

い」、「あてはまらない」の４件法でアンケートを

行った。また、その理由について記述式で回答を得

た。習熟度別と全体の回答を図に、その理由を表にそ

れぞれまとめた。なお、キーワードを明確にした解説

については解説を聞くという受け身の活動であるた

め、これらの質問は行わなかった。 

ア つまずきチェック 

 「つまずきチェックは自分にとってよい活動でした

か」の結果を以下に示す(図 11)。「あてはまる」と

回答した生徒の割合は習熟の早いクラスほど高くなっ

ているが、肯定的回答の割合は習熟の遅いクラスほど

高くなっている。 

 

図 11 「つまずきチェックは自分にとってよい活動

でしたか」の結果 

「つまずきチェックは自分にとってよい活動でした

か」に肯定的回答をした生徒の理由を一部抜粋した

(表 15)。つまずきチェックによって、多くの生徒が

自分の分からないことを明確にでき、自身の理解度を

把握できていたことが分かる。また、「分からない所

を教えてもらえるから」という理由もあり、この後の

教え合いでどこを教えてもらえばよいかという確認が

できていたことが分かる。「どんなところがみんなわ

かっていないのかなどが分かりやすかった」という理

由からは、自分だけが分からないのではない、という

安心感が生まれたと考えられる。 

表 15 「つまずきチェックは自分にとってよい活動

でしたか」に肯定的回答をした生徒の理由

(原文ママ) 

・自分の分からない所を簡単にチェックできるから 

・自分にとって難しいところとかがわかったから 

・自分がどこが苦手なのかしっかり理解することができる 

・分からない所を教えてもらえるから 

・どんなところがみんなわかっていないのかなどが分かり 

やすかった 

「つまずきチェックは自分にとってよい活動でした

か」に否定的回答をした生徒の理由を一部抜粋した

(表 16)。「活用しなかった」という理由が多くあっ

た。これは、FigJamに共有するところで端末を使用

する必要があり、生徒によっては指示が煩雑で面倒だ

と感じたためではないかと考えられる。また、検証授

業の途中で「分かったこと」を生徒が入力しなくてよ

いと変更したため、やり方が曖昧になってしまった生

徒もいたことが分かる。 

表 16 「つまずきチェックは自分にとってよい活動

でしたか」に否定的回答をした生徒の理由

(原文ママ) 

・あまり活用しなかった 

・めんどくさかった 

・やり方が曖昧で全然できていなかったから 

イ 問題演習での教え合いまたは自己説明 

 「問題演習での教え合いまたは自己説明は自分に

とってよい活動でしたか」の結果を以下に示す(図

12)。肯定的回答の割合が習熟の早いクラスほど高く

なっている。特に「あてはまる」と回答した生徒の割

合の差は、αクラスとβクラスが 13.9ポイント、β

クラスとγクラスが 8.0ポイントであり、差が大きく

表れた。 

 

図 12 「問題演習での教え合いまたは自己説明は自

分にとってよい活動でしたか」の結果 

 「問題演習での教え合いまたは自己説明は自分に

とってよい活動でしたか」に肯定的回答をした生徒の

理由を一部抜粋した(表 17)。質問する側は、分から

ないことをつまずきチェックではっきりさせているた

め、より活動しやすい環境が作られたのではないかと

考えられる。教える側は、自分の知識を確認しながら

深堀することができたようだ。また、「楽しいから」

という理由も見られた。活動のしやすさの観点から

も、この活動は生徒にとって有意義であったと考えら

れる。 

表 17 「問題演習での教え合いまたは自己説明は自

分にとってよい活動でしたか」に肯定的回答

をした生徒の理由(原文ママ) 

・周りの人の考え方や教え方などがしれて周りの意見などを 

聞けてとても良かった 
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・自分のわからなかった所を見つけることができたから 

・分からない所があっても周りの人に教えてもらうことが 

できた 

・自分も確認しながら話していくので、知識の深堀りができる 

から 

・教えることで自分がどれだけ理解しているかがわかった 

・楽しいから 

 「問題演習での教え合いまたは自己説明は自分に

とってよい活動でしたか」に否定的回答をした生徒の

理由を一部抜粋した(表 18)。つまずきチェックで分

からなかったことを把握しても、周りの生徒が全員分

からずに、教え合いがうまくいかないことがあったこ

とが分かる。これが、肯定的回答がαクラスの方が多

い理由ではないかと考える。 

表 18 「問題演習での教え合いまたは自己説明は自

分にとってよい活動でしたか」に否定的回答

をした生徒の理由(原文ママ) 

・みんな分からないから周りに聞いても解決しなかった 

・問題について人と話し合えなかったから 

・説明できなかったから 

ウ 振り返りシートの記入・見直し 

 「振り返りシートの記入・見直しは自分にとってよ

い活動でしたか」の結果を以下に示す(図 13)。肯定

的回答の割合がγクラス、αクラス、βクラスの順に

高くなっている。

 

図 13 「振り返りシートの記入・見直しは自分に

とってよい活動でしたか」の結果 

「振り返りシートの記入・見直しは自分にとってよ

い活動でしたか」に肯定的回答をした生徒の理由を一

部抜粋した(表 19)。振り返りシートを見直す時間を

作ることによって、学習内容について学んだ実感を持

ち、自分にとっての意味を見いだすことができたよう

だ。また、それが学習意欲の向上につながったことが

記述から分かる。自分の言葉で記入することにより、

振り返りシートを価値付けることができた生徒もいた

ようだ。 

表 19 「振り返りシートの記入・見直しは自分に

とってよい活動でしたか」に肯定的回答をし

た生徒の理由(原文ママ) 

・振り返りシートによく書くことによって、頭にも残るし 

やる気にもつながるのでとても良い活動になりました 

・過去の自分よりここ解けるようになったなって感じれるよう 

になったから 

・まえ自分ができなかったところや、わかったことなどが 

書いてあって、自分が何をすればいいか 

（勉強すればいいか）わかりやすかった。 

・どこの問がわかんなかったかがわかるから良かった 

・分かるところと分からないところが把握できて勉強できる 

・自分の覚えやすい考え方をメモしておけたりするから 

 「振り返りシートの記入・見直しは自分にとってよ

い活動でしたか」に否定的回答をした生徒の理由を一

部抜粋した(表 20)。端末の使用に抵抗を感じた生徒

や、振り返りシートの記入によって授業者の説明に集

中できなかったという生徒、書く時間がなかったとい

う生徒がいたことが分かる。 

表 20 「振り返りシートの記入・見直しは自分に

とってよい活動でしたか」に否定的回答をし

た生徒の理由(原文ママ) 

・振り返り等のパソコンで行うものと自分テスト等のプリント 

で行うものが混ざってやり辛かった。 

・時間が取られ先生が言ってることに集中できない 

・書きながら授業を聞くことが難しい。学ぶときは 2つのこと 

をしながら勉強をできない 

・書く時間がなかったです 

エ 自分テスト 

 「自分テストは自分にとってよい活動でしたか」の

結果を以下に示す(図 14)。肯定的回答の割合が、習

熟の遅いクラスほど高くなっている。 

 

図 14 「自分テストは自分にとってよい活動でした

か」の結果 

 「自分テストは自分にとってよい活動でしたか」に

肯定的回答をした生徒の理由を一部抜粋した(表

21)。自分テストによって、前回の復習をすることが

できたこと、自分の理解度を把握できたことを挙げて

いる生徒が多いことが分かる。また、「自分テストで

出来てることが多かったから」という記述からは、先

行研究の報告のように、高等学校数学においても同様

に、自分テストで自身の変容を肯定的に捉えることに
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つながると考えられる。 

表 21 「自分テストは自分にとってよい活動でした

か」に肯定的回答をした生徒の理由(原文マ

マ) 

・前回の振り返りができるので、忘れている状態で新しい問題 

に取り組まずにいれるので前回までの知識の場所でつまずく 

ことが少なくなったから。 

・自分ができなかった問題をテストとして出すことで、わから 

なかったところの復習などをして理解を深めることができる 

・自分の苦手なところとかがわかるから 

・自分がどこが分かって、分からないかが分かった 

・自分テストで出来てることが多かったから 

 「自分テストは自分にとってよい活動でしたか」に

否定的回答をした生徒の理由を一部抜粋した(表

22)。自分テストは分かった問題、忘れそうな問題を

「選ぶ」という指示であったが、問題を「作る」とい

う意識になってしまっていた生徒がいたことが分か

る。繰り返し声掛けを続け、問題を「選ぶ」というこ

とを意識付ける必要がある。また、授業の最後に問題

を書く時間がなかったことを挙げている生徒もいた。 

表 22 「自分テストは自分にとってよい活動でした

か」に否定的回答をした生徒の理由(原文マ

マ) 

・問題を作るのが難しい 

・自分で問題を考えることができないから 

・自分テストを書く時間がなかったのでやってないです 

 

研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

本研究は、高等学校数学科の授業において、生徒が

自らの学習の状況を把握するための「振り返り活動を

軸に構成した授業」を実践し、学習意欲の向上に有効

かを明らかにすることを目的に行った。振り返り活動

を軸に構成した授業デザインは、学習意欲の向上に一

定の有効性が確認できた。また、アンケート結果か

ら、本研究の授業デザインは生徒が振り返りの意義を

理解することにつながり、各手立ては多くの生徒に

とって有意義な活動であったことが分かった。習熟度

別に手立ての有効性を比較すると、つまずきチェック

と自分テストは習熟の遅いクラスの方が有効で、教え

合い(他者への説明)または自己説明は習熟の早いクラ

スの方が有効であると考えられる。 

 

２ 課題と展望 

 本研究の手立ての課題として、次の２点が挙げられ 

 

１ 主査(兼)指導主事 ２ 指導主事  

３ 教育指導員 

る。 

(1) 手立ての時間配分 

 振り返り活動を軸に構成した授業において、各活動

を行いながら振り返りシートへの記入を行うことで断

続的な振り返り活動ができると考え、振り返りシート

は授業中いつ書いてもよいとした。しかし、それに

よって「シートを書くこと」と「説明等を聞くこと」

の２つのことを同時に行うことに負担を感じて、学習

意欲が下がったと事後アンケートに回答した生徒もい

た。このことから、振り返りシートは授業中いつ書い

てもよいとしながらも、授業の終わり５分前などに振

り返りシートを書く時間をさらに確保する必要がある

と考えられる。また、それぞれの活動に関して、時間

が足りないと感じる生徒が一定数いた。習熟度別のア

ンケート結果から考えられたことをいかし、生徒の実

態によって手立ての時間配分を考える必要があると考

えられる。 

(2) １人１台端末を使用することについて 

 振り返りシートや FigJamへの書き込みに１人１台

端末を使用することで、授業担当者のシートの回収・

確認のしやすさ、生徒の提出・振り返りのしやすさに

つながると考えた。しかし、端末の使用に抵抗感や煩

雑さを感じた生徒や、端末の操作に不慣れな生徒もお

り、活動が遅れてしまう生徒も見受けられた。検証授

業期間中に端末を使用することに慣れていった生徒も

多くいたため、活動を続けていくことで端末の操作に

慣れていく生徒が増えることが予想される。今後も生

徒が活動しやすいような方法を考えていきたい。 

 

おわりに 

 

 今回の研究を通して、所属校の学校教育方針である

「自主的・意欲的な姿勢で真摯に学習に向き合う態度

を育成し、確かな学力の定着を目指す。」という授業

に、また一歩近づくことができたように思える。この

研究の成果をいかし、所属校の数学Ⅰではすべてのク

ラスで習熟度別授業を行わない授業を設け、クラスご

とに教え合いを行う「リトルティーチャーデイ」とい

う取組を始めている。今後も学校全体で様々な取組を

通して、確かな学力の定着を目指していきたい。 

本研究を進めるに当たり、ご理解・ご協力いただい

た全ての皆様に感謝を申し上げる。 

 

[指導担当者] 

 鈴木 崇弘１ 杉山 伯香２ 高野 立一３ 
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単元指導計画 

 

１. 日時 令和７年９月１日（月）～令和７年９月 19日（金） 

令和７年９月 16日（火）４時間目（12：00～12：50）研究授業 

            ５時間目（13：35～14：25）研究協議 

２. 対象 １年次(197名) 

３. 教科書 高等学校 最新数学Ⅰ（数研出版） 

４. 研究仮説 高等学校数学科の授業において、生徒が自らの学習の状況を把握するための「振り返り活動 

を軸に構成した授業」を実践することによって、学習意欲が向上するであろう。 

５. 単元名 集合と命題 

６. 単元について 

・単元観 

「集合と命題」は、数学的な論理の基礎を築く重要な単元であり、論理的思考力や表現力を育成す

る出発点となる。日常生活や他教科との関連も深く、条件の理解や真偽の判断を通して、汎用的な

能力を養うことができる。 

・生徒観 

「集合」や「命題」の概念に対して「抽象的で難解である」という印象を持ち、苦手意識がある。

しかし、学習内容を理解することができれば、理解したことを他の生徒に伝えようとする意欲があ

る。 

・指導観 

ベン図や命題の真偽判定においては、視覚的な教材を活用し、抽象的な概念を具体化する工夫が求

められる。また、生徒が自分の考えを言語化し、筋道を立てて説明し合う場を設けることで論理的

な思考力と表現力を育むことが重要である。ＩＣＴや振り返りシートを活用した思考の可視化と振

り返りを通じて、論理的思考力を養うとともに、学習内容の定着を目指す。 

７. 単元の目標（ねらい）（身に付けさせたい力） 

・知識及び技能 

 集合と命題についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化し

たり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

・思考力，判断力，表現力等 

 命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力を養

うとともに、集合の考えを用いて論理的に考察し、簡単な命題を証明する力を養う。 

・学びに向かう力，人間性等 

集合と命題について、数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠

に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善しよ

うとする態度や創造性の基礎を養う。 

８. 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 集合と命題に関する基本的

な概念を理解している。 

① 命題の条件や結論に着目し、

数や式を多面的にみたり目的

① 集合と命題のよさを認識し

て活用しようとしたり、粘



 

② 事象を数学化したり、数学

的に解釈したり、数学的に

表現・処理したりすること

ができる。 

に応じて適切に変形すること

ができる。 

② 集合の考えを用いて論理的に

考察し、簡単な命題を証明す

ることができる。 

り強く考え数学的論拠に基

づき判断しようとしたりし

ている。 

② 問題解決の過程を振り返っ

て考察を深めたり、評価・

改善したりしようとしてい

る。 

９. 単元指導計画 

〇「記録に残す評価」 ●「指導に生かす評価」 

時 学習活動 

 

評価の観点 評価のポイント・指導上のポイント 

知 思 態  

１ 集合と部分集合 

・集合の要素 

・部分集合 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

● 

 

 

 

【 指導上のポイント 】 

集合の要素と部分集合の記号が出てくるため、意味と記号

を区別するよう指導する。 

【 評価のポイント 】 

（知）集合の要素を、記号を用いて正しく表現できている

かを評価する。 

（知）２つの集合の関係を、記号を用いて正しく表現でき

ているかを評価する。 

（態）自らの学習を振り返り、自らの学習を調整している

かを評価する。 

２ 集合と部分集合 

・空集合 

共通部分、和集合、補集合 

・共通部分と和集合 

 

 

● 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

● 

 

【 指導上のポイント 】 

空集合と共通部分と和集合の記号が出てくるため、前時に

出てきたものを含めて意味と記号を区別するよう指導す

る。また、ベン図を用いて共通部分と和集合を視覚的に判

断できるように指導する。 

【 評価のポイント 】 

（知）空集合の定義を理解しているかを評価する。 

（知）共通部分と和集合を、記号を用いて正しく表現でき

ているかを評価する。 

（態）自らの学習を振り返り、自らの学習を調整している

かを評価する。 

３ 共通部分、和集合、補集合 

・全体集合と補集合 

命題と集合 

・命題と条件 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

● 

 

● 

 

【指導上のポイント】 

真偽の判定は、既習事項である部分集合を活用するという

こと、必要条件と十分条件を考える時に活用することを意

識させ、確実に真偽の判定法が定着するよう指導する。 

【 評価のポイント 】 

（知）補集合を用いて表された集合の要素を、正しく表現

できているかを評価する。 



 

 

 

 

 

（思）ド・モルガンの法則を活用することができるかを評

価する。 

（知）命題の定義を理解し、真偽を調べることができるか

を評価する。 

（態）自らの学習を振り返り、自らの学習を調整している

かを評価する。 

４ 命題と集合 

・命題と集合 

・命題の逆 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

● 

● 

 

【 評価のポイント 】 

（思）命題の条件や結論に着目し、集合の考えを用いて命

題の真偽を調べることができるかを評価する。 

（思）命題が偽であるときに、反例を挙げて説明すること

ができるかを評価する。 

（知）命題の逆の定義を理解し、真偽を調べることができ

るかを評価する。 

（態）自らの学習を振り返り、自らの学習を調整している

かを評価する。 

５ 命題と集合 

・命題の逆 

・必要条件と十分条件 

・条件の否定 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

● 

● 

● 

【 評価のポイント 】 

（思）もとの命題と命題の逆の真偽が一致するとは限らな

いことを、集合の考えを用いて論理的に考察するこ

とができるかを評価する。 

（思）真偽の判定を活用して考察し、必要条件と十分条件

と必要十分条件のいずれかを判断できるかを評価す

る。 

（知）命題の否定の定義を理解し、記号を用いて正しく表

現できているかを評価する。 

（態）自らの学習を振り返り、自らの学習を調整している

かを評価する。 

６ 命題と集合 

・「pかつ q」、「pまたは q」

の否定 

・命題の裏、対偶 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

● 

 

● 

【 評価のポイント 】 

（思）ド・モルガンの法則を利用して「pかつ q」、「pまた

は q」の否定を数学的に表現できるかを評価する。 

（知）命題の裏、対偶の定義を理解し、表現できるかを評

価する。 

（態）自らの学習を振り返り、自らの学習を調整している

かを評価する。 

７ 命題と証明 

・対偶を利用する証明 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

● 

【 指導上のポイント 】 

既習事項を丁寧に復習し、証明の流れを生徒が説明できる

よう指導する。 

【 評価のポイント 】 

（思）証明の流れを理解し、命題の対偶を示すことで結論

を導き、証明をすることができるかを評価する。 



 

    （態）自らの学習を振り返り、自らの学習を調整している

かを評価する。 

８ 命題と証明 

・背理法 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

● 

【 評価のポイント 】 

（思）証明の流れを理解し、適切に式変形をして矛盾を導

き、証明をすることができるかを評価する。 

（態）自らの学習を振り返り、自らの学習を調整している

かを評価する。 

９ 学習状況確認テスト 

アンケート（事後調査） 

 

 

 

● 

 

 

● 【 評価のポイント 】 

（思）解法の筋道を立て、問題に応じて適切な既習事項を

活用することができるかを評価する。 

（態）自らの学習を振り返り、自らの学習を調整している

かを評価する。 

※本単元における（知）及び（思）の「記録に残す評価」については、後日の定期試験等で行う。 

１０. 研究授業の本時の展開 

（１） 本時の目標 

命題の裏・対偶の定義を理解し、表現できるようにする。 

証明の流れを理解し、命題の対偶を示すことで結論を導き、証明できるようにする。 

（２） 学習の展開 

時

間 
学習活動 指導内容 指導上の留意点 評価規準・評価方法 

導 

入 

５

分 

・自分テストを行

い、前回の学習内

容を思い出す。 

・振り返りシートへ

の記入を行う。 

・振り返りシートを確

認しながら、分から

ないところを確認

するよう促す。 

・分からない生徒には既習

事項を定着させるように

ポイントを教える。生徒同

士で教え合ってもよい。 

 

 

展 

開 

3

9

分 

・P69例 12を理解す

る。 

・振り返りシートへ

の記入を行う。 

（つまずきチェッ

ク） 

・既習事項との関連を

示す。 

・分かったこと、分か

らなかったことを

整理しておくよう

生徒に指示してお

く。 

・キーワードを明確にする。 

・具体例を挙げながら説明

をする。 

 

・P69練習問題 14に

取り組む。 

・練習問題が解ける

か解けないかを

判断し、解けない

場合は分からな

いところを明確

・手が止まっている生

徒に対して助言を

行う。 

・自分が大切だと感じ

たことを振り返り

シートに書き込む

よう促す。 

・問題が解き終わった生徒

の答え合わせをし、生徒が

自信をもって教えること

ができる環境を醸成する。 

・教え合いを促すため、机間

指導中に教師がすべて解

説しないように心がける。 

【知識・技能】 

命題の裏、対偶の定義を

理解し、表現できる。 

評価方法：ワークシート 



 

にし、教えてもら

う。問題が解けた

生徒は他の生徒

からの疑問点を

説明できるよう

にする。 

・振り返りシートへ

の記入を行う。 

・一人で問題に取り組

む生徒には FigJam

の分からなかった

ところを見て、自分

の解答を説明でき

るか確認するよう

に促す。 

・演習問題の解答は板

書する。 

・演習問題の解答は、始めは

解答のみ板書し、生徒の取

組状況を見て解説を板書

する。 

・P70 例題２を理解

する。 

・振り返りシートへ

の記入を行う。 

（つまずきチェッ

ク） 

・既習事項との関連を

示す。 

・分かったこと、分か

らなかったことを

整理しておくよう

生徒に指示してお

く。 

・キーワードを明確にする。 

・具体例を挙げながら説明

をする。 

 

・P70練習問題 15に

取り組む。 

・練習問題が解ける

か解けないかを

判断し、解けない

場合は分からな

いところを明確

にし、教えてもら

う。問題が解けた

生徒は他の生徒

からの疑問点を

説明できるよう

にする。 

・振り返りシートへ

の記入を行う。 

・手が止まっている生

徒に対して助言を

行う。 

・自分が大事だと思っ

たことを振り返り

シートに書き込む

よう促す。 

・一人で問題に取り組

む生徒には FigJam

の分からなかった

ところを見て、自分

の解答を説明でき

るか確認するよう

に促す。 

・演習問題の解答は板

書する。 

・問題が解き終わった生徒

の答え合わせをし、生徒が

自信をもって教えること

ができる環境を醸成する。 

・教え合いを促すため、机間

指導中に教師がすべて解

説しないように心がける。 

・演習問題の解答は、始めは

解答のみ板書し、生徒の取

組状況を見て解説を板書

する。 

【思考・判断・表現】 

証明の流れを理解し、命

題の対偶を示すことで結

論を導き、証明をするこ

とができる。 

評価方法：ワークシート 

・振り返りシートへ

の記入、見直しを

行う。 

・よい振り返りを共有

する。 

・振り返りは自分が大事だ

と思ったことを具体的に

書くように繰り返し指示

する。 

【主体的に学習に取り組

む態度】 

自らの学習を振り返り、

自らの学習を調整しよう

としている。 

評価方法：振り返りシー

ト 



 

ま

と

め

６

分 

・自分テストの作成

を行う。 

・本時の授業で分か

った問題、忘れそう

な問題を選ぶよう促

す。 

・次回の授業の冒頭３分で

解くことができる量にす

るよう注意させる。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



No.2 空集合、共通部分と和集合 

１年（ ）組（  ）番 氏名（                             ） 

本時の目標①「空集合の定義を理解する」 

本時の目標②「共通部分と和集合を、記号を用いて正しく表現できる」 

◎今日やること 

1. 自分テスト（3分） 

2. P61空集合の解説（６分） 

3. つまずきチェック 

4. 練習４問題演習（教え合いまたは自己説明）（10分） 

5. P62例４の解説（11分） 

6. つまずきチェック 

7. 練習５問題演習（教え合いまたは自己説明）（14分） 

8. 振り返りシートの見直し（３分） 

9. 自分テストの作成（３分） 

 

●空集合

　要素がつもない集合も考えることにする。これを（⑨　　　　　）といい，

（⑩　　　　　）と書く。

空集合はどんな集合に対しても，その部分集合であると約束する。

練習　次の集合のうち， ，，， の部分集合であるものをすべて選べ。

　　　　　　　 ，， ， ， ，  ，  

 



 



 

●共通部分と和集合

　集合と集合の両方に入っている要素全体の集合を

との（①　　　　　　　）といい，（②　　　　　）と表す。

　また，との少なくとも一方に入っている要素全体の集合を

との（③　　　　　　　）といい，（④　　　　　）と表す。

 

 






















例　次のつの集合との共通部分，和集合を求めよ。

　　　　 ，，，， ， ，，，， 

　　　　　　

　　　　 ， ， ， 

練習　次のつの集合との共通部分，和集合を求めよ。

　　　　 ，，， ， ，，

　　　　 ，，， ， ，，

　　　　以下の自然数全体の集合，以下の正の偶数全体の集合

　　　　の正の約数全体の集合，の正の約数全体の集合
 

 

 

振り返りシートへの記入は

いつでも OKです！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分テストメモ用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



本時の目標
（P61,62）

①空集合の定義を理解する

②共通部分と和集合を、
　記号を用いて正しく表現できる



まとめ①
・要素が１つもない集合を空集合という。

・空集合は∅と書く。

・空集合はどんな集合に対してもその部分集合である。

・∅には、{　}はつけない！



つまずきチェック
・わからない用語・記号にしるしをつけて確認する

・図、表、グラフを使えるか確認する

・問題を数式で表せないか確認する

・使える公式があるか確認する

★わかったこと、わからないことを整理しよう



まとめ②
・AとB両方に入っている要素全体の集合をAとBの共通部分という。

　A∩Bと表す。

・AとBの少なくとも一方に入っている要素全体の集合をAとBの和集合という。

　A∪Bと表す。



つまずきチェック
・わからない用語・記号にしるしをつけて確認する

・図、表、グラフを使えるか確認する

・問題を数式で表せないか確認する

・使える公式があるか確認する

★わかったこと、わからないことを整理しよう


